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第
一
章　

朝
日
屋
原
薬
局
の
周
辺
状
況

　

１
．
周
辺
状
況

　

朝
日
屋
原
薬
局
は
、
志
木
駅
か
ら
北
に
約1.3Km

の
距
離

に
あ
り
、
主
要
地
方
道
さ
い
た
ま
・
東
村
山
線
に
面
す
る
、
本

町
二
丁
目
４
番
43
号
に
所
在
す
る
店
舗
併
用
住
宅
で
あ
る
。

　

主
要
地
方
道
さ
い
た
ま
・
東
村
山
線
の
本
町
一
丁
目
と
二
丁

目
の
境
界
と
な
る
部
分
は
、
道
路
幅
員
も
広
く
、
ま
た
歴
史
的

建
造
物
も
多
く
、
志
木
市
の
中
で
も
特
徴
の
あ
る
景
観
を
有
し

て
い
る
。

　

都
市
計
画
道
路
中
央
道
停
車
場
線
で
も
あ
る
が
、
こ
の
部
分

は
整
備
済
み
で
あ
り
、
電
線
も
地
中
化
さ
れ
、
歩
道
幅
員
も
広

く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

朝
日
屋
原
薬
局
は
、
駅
前
か
ら
続
く
商
店
街
の
延
長
上
に

あ
り
、
周
辺
の
法
的
条
件
を

見
る
と
、
用
途
地
域
は
道
路

か
ら25m

の
範
囲
が
近
隣

商
業
地
域
で
、
建
ぺ
い
率
は

80%

、
容
積
率
が200%

の

地
域
で
あ
る
。
ま
た
後
背
地

は
第
一
種
中
高
層
住
居
専

用
地
域
で
、
建
ぺ
い
率
は

60%

、
容
積
率
が200%

の

地
域
で
あ
る
。
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２
．
本
町
周
辺
の
町
並
み

　

朝
日
屋
原
薬
局
周
辺
の
本
町
周
辺
は
歴
史
的
建
造
物
が
多
く
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
建
造
物
が
多

い
の
は
、
川
越
の
よ
う
に
大
火
に
遭
う
こ
と
も
な
く
、
ま
た
道
路
幅
員
が
当
初
よ
り
広
く
、
都
市
計
画
道
路
の
整

備
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
道
路
拡
幅
に
関
連
す
る
開
発
の
影
響
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

朝
日
屋
原
薬
局
は
そ
の
中
の
本
町
二
丁
目
４
番
43
号
に
所
在
し
て
い
る
明
治
45
年
に
建
設
さ
れ
た
薬
局
で
あ
る
。

短
冊
形
の
敷
地
で
あ
る
が
、
間
口
が
広
く
、
主
屋
の
間
口
は
３
間
５
尺
、
そ
れ
に
加
え
て
門
、
塀
が
連
続
し
、
主

屋
と
門
、
塀
に
よ
る
特
徴
あ
る
景
観
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
本
町
周
辺
の
町
並
み
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

か
つ
て
、
こ
の
地
域
は
引
又
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

引
又
の
開
発
は
織
田
信
長
が
長
篠
の
戦
い
に
勝
利
し
、
安
土
城
に
入
場
し
た
天
正
４
年
（
１
５
７
６
年
）
頃
で
、

草
分
け
は
現
三
上
家
の
家
筋
を
辿
る
三
上
弾
左
衛
門
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
中
世
末
か
ら
人
々
が
居
住
し
は
じ
め
た
子
村
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
江
戸
期
と
な
り
、
こ
の
地
域
は
、
館
村
及
び
引
又
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
明
治
初
期
に
は
、

志
木
宿
、
志
木
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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引
又
は
、
奥
州
街
道
と
い
う
陸
路
と
船
運
に
利
用
さ
れ
た
新
河
岸
川
に
よ
り
、
水
路
と
陸
路
が
交
差
す
る
地
域

に
形
成
さ
れ
た
集
落
で
、
物
流
の
拠
点
と
し
て
賑
わ
い
の
あ
る
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
そ
し
て
川
越
と

は
異
な
り
、
街
区
も
小
さ
く
、
こ
じ
ん
ま
り
し
た
町
並
み
の
商
人
町
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
明
治
以
降
、
輸
送
手
段
が
陸
路
に
変
わ
り
、
周
辺
地
域
か
ら
の
物
資
の
搬
入
が
少
な
く
な
り
、
衰
退

化
が
進
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
周
辺
の
農
民
と
の
交
易
も
残
り
、
著
し
い
衰
退
化
で
は
な
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
引
又
で
は
現
在
も
な
お
、
江
戸
期
の
建
設
と
思
わ
れ
る
家
屋
や
、
明
治
期
や
大
正
期
の
建
設
と
思

わ
れ
る
主
屋
な
ど
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
建
造
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

文
化
11
年
に
作
成
さ
れ
た
引
又
町
絵
図
（
次
頁
写
し
参
照
）
に
よ
る
と
、
当
時
か
ら
道
路
幅
が
広
く
、
当
時
建

築
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
家
屋
が
約
90
件
ほ
ど
描
か
れ
て
い
る
。

　

住
環
の
中
央
に
は
野
火
止
用
水
が
描
か
れ
て
お
り
、
野
火
止
用
水
は
途
中
か
ら
道
路
の
縁
に
沿
っ
て
い
る
。
そ

の
部
分
で
は
、
用
水
に
接
す
る
住
戸
に
は
ほ
ぼ
各
戸
毎
に
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

　

朝
日
屋
原
薬
局
の
土
地
は
、
こ
の
絵
図
の
名
主
、
星
野
半
平
の
土
地
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
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第
二
章　
朝
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屋
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物

第
二
章　
朝
日
屋
原
薬
局
の
建
物

　

１
．
建
物
の
建
設
経
過

　
（
１
）
朝
日
屋
原
薬
局
の
創
業

　

朝
日
屋
原
薬
局
の
創
業
は
、
原
林
吉
に
よ
り
明
治
20
年
代
に
創
業
さ
れ
た
。
林
林
吉
の
出
身
は
朝
霞
市
浜
崎
で

あ
り
、100

年
ほ
ど
前
に
志
木
市
本
町
に
移
っ
た
。

　

当
時
こ
の
地
方
の
名
医
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
三
上
医
院
に
助
手
と
し
て
勤
め
て
い
た
が
、「
薬
屋
」
を
開
業
し
、

医
薬
品
の
ほ
か
、
絵
具
、
染
料
な
ど
の
化
学
品
を
幅
広
く
取
り
扱
っ
た
。

　

最
初
の
店
は
、
新
河
岸
川
の
船
運
で
賑
わ
っ
て
い
た
市
場
大
通
り
の
一
角
で
、
古
く
か
ら
の
回
漕
問
屋
、
井
下

田
回
漕
店
の
近
く
の
、
か
つ
て
小
田
歯
科
医
院
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
地
主
の
西
武
（
現
在
倉
庫
業
）
と
長
谷

川
釣
具
店
と
の
間
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
通
り
に
は
、
酒
造
家
、
お
米
屋
さ
ん
、
呉
服
屋
、
雑
貨
屋
、
紙
問
屋
が
軒
を
連
ね
、
ど
の
店
に
も
番
頭
さ
ん
、

小
僧
さ
ん
、
女
中
さ
ん
が
大
勢
働
い
て
い
た
。
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当
時
、
林
吉
は
仕
入
れ
の
た
め
夜
中
に
志
木
を
出
発
し
、
徒
歩
で
東
京
ま
で
出
か
け
て
い
た
。
途
中
、
新
河
岸

川
か
ら
荒
川
の
畔
で
夜
明
け
を
迎
え
、
そ
の
時
目
に
入
っ
て
き
た
太
陽
の
日
の
出
の
美
し
さ
に
打
た
れ
、
将
来
の

繁
栄
を
も
祈
っ
て
店
の
屋
号
を
「
朝
日
屋
」
と
定
め
た
。
そ
し
て
こ
の
「
朝
日
屋
」
と
い
う
屋
号
は
広
く
近
隣
に

も
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
。
名
前
に
由
来
す
る
「
ハ
ラ
リ
ン
」
と
い
う
別
の
呼
び
名
も
親
し
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
家
屋
の
鬼
瓦
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
「
角
三
」
の
マ
ー
ク
に
も
あ
る
よ
う
に
、
取
引
先
か
ら

し
ば
し
ば
「
角
三
」
さ
ん
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
（
現
在
、
そ
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。）。

　

店
は
絵
具
、
染
料
を
扱
い
、
ま
た
大
谷
石
な
ど
の
建
築
材
料
、
カ
ー
バ
イ
ド
、
セ
メ
ン
ト
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
新

し
い
工
業
製
品
、
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル
も
販
売
し
た
。

　

そ
し
て
、
当
時
流
行
し
て
い
た
間
け
つ
熱
（
お
こ
り
）
の
特
効
薬
と
し
て
キ
ニ
ー
ネ
を
輸
入
、
こ
れ
を
製
剤
し

た
丸
薬
の
「
天
龍
丸
」
を
創
製
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
生
薬
屋
の
基
礎
を
固
め
た
。

　
（
２
）
現
店
舗
の
建
設

　

朝
日
屋
が
現
在
地
に
移
っ
た
の
は
明
治
45
年
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
は
、
名

主
で
あ
っ
た
星
野
家
の
土
地
で
あ
っ
た
。
向
か
い
に
あ
っ
た
、「
浦
和
商
業
銀
行
」（
そ
の
後
八
十
五
銀
行
と
合
併

し
て
埼
玉
銀
行
、
さ
ら
に
朝
日
銀
行
と
な
る
）
の
志
木
支
店
は
こ
の
地
域
で
は
最
も
重
要
な
金
融
機
関
で
あ
り
瀟

酒
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
で
あ
っ
た
。

　

施
工
に
当
た
っ
た
大
工
は
こ
の
地
方
き
っ
て
の
名
工
と
言
わ
れ
た
小
日
向
棟
梁
で
あ
っ
た
。

　

小
日
向
は
、
現
在
飯
能
市
と
な
っ
て
い
る
黒
松
の
山
林
を
買
い
取
り
、
工
事
に
当
た
っ
た
。
そ
の
た
め
、
主
屋

の
店
舗
は
大
黒
柱
（
欅
）
を
除
き
、
柱
、
天
井
な
ど
全
て
松
材
で
造
ら
れ
て
い
る
。
戸
棚
や
仏
壇
な
ど
に
も
松
材

で
造
ら
れ
、
豪
華
さ
よ
り
は
、
営
業
活
動
を
優
先
し
、
実
用
的
な
造
り
と
し
た
。

　

主
屋
は
木
造
２
階
建
て
の
出
桁
造
り
の
建
物
で
あ
り
、
間
口
は
３
間
５
尺
の
店
舗
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、主
屋
以
外
に
も
、二
階
建
て
の
土
蔵
、物
置
も
造
っ
た
。
物
置
は
当
時
は
２
階
建
て
で
あ
っ
た
が
、現
在
、

２
階
の
床
を
解
体
し
た
た
め
平
屋
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
東
雲
不
動
尊
（
祠
と
手
水
鉢
）
も
造
っ
た
。

　

二
代
目
林
三
は
、
は
じ
め
は
浦
和
中
学
に
通
い
、
そ
の
後
東
京
の
中
学
に
移
り
、
薬
学
校
（
現
在
の
熊
本
大
学

薬
学
部
）
を
卒
業
し
薬
剤
師
免
許
を
取
得
し
た
。
百
数
十
種
類
の
製
剤
、
胃
腸
病
の
薬
か
ら
眼
病
薬
、
皮
膚
病
薬

な
ど
を
研
究
、
創
製
し
、「
文
明
社
製
薬
部
」
と
い
う
製
薬
所
を
設
け
た
。
ま
た
、
当
時
の
著
名
な
大
衆
誌
で
あ
っ

た
「
キ
ン
グ
」
に
広
告
を
出
し
て
通
信
販
売
も
行
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
林
三
は
地
域
振
興
を
意
識
し
て
消
防
組
で
組
頭
を
、
ま
た
、
武
徳
会
で
役
員
を
務
め
自
宅
の
庭

に
弓
道
場
を
設
け
た
。

　

し
か
し
、
徐
々
に
店
は
番
頭
さ
ん
ま
か
せ
と
な
り
、
接
客
用
の
洋
館
を
昭
和
７
年
に
建
設
し
、
宴
会
を
催
す
た
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め
の
は
な
れ
を
昭
和
９
年
に
建
設
し
、
酒
と
宴
会
に
明
け
暮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

裏
手
の
隣
地
に
あ
っ
た
「
清
久
屋
」
と
い
う
酒
造
り
か
ら
菰
包
み
の
清
酒
を
取
り
寄
せ
て
、
い
つ
も
樽
酒
を
備

え
て
お
り
、
こ
れ
を
訪
問
客
に
振
舞
っ
て
い
た
。

　

や
が
て
、
こ
の
よ
う
な
派
手
な
暮
ら
し
、
荒
い
金
使
い
の
た
め
家
計
は
遣
り
繰
り
に
苦
労
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
て
以
来
も
毎
日
１
〜
２
升
の
酒
を
飲
ん
で
い
た
た
め
、
心
臓
麻
痺
で
な
く
な
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

三
代
目
と
な
る
昭
二
は
当
時
ま
だ
18
歳
で
あ
り
、
戦
後
は
妻
こ
う
の
ひ
た
す
ら
な
努
力
に
よ
り
営
業
を
続
け
、

店
を
維
持
し
て
き
た
。

　

昭
二
は
中
学
時
代
に
は
模
型
飛
行
機
の
製
作
を
通
じ
航
空
機
の
設
計
を
夢
見
、
旧
制
の
高
校
で
は
文
学
な
い
し

は
美
学
へ
の
道
を
志
向
し
て
い
た
が
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
に
志
を
曲
げ
、
薬
学
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
学
卒
業
と
同
時
に
昭
二
は
薬
剤
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、
引
き
続
き
研
究
生
活
を
続
け
な
が
ら
、
店
の
営
業

で
母
を
助
け
る
二
本
立
て
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　

十
年
の
間
、
東
京
大
学
薬
学
部
で
有
機
化
学
の
研
究
に
携
わ
り
、
引
き
続
い
て
東
京
薬
科
大
学
で
薬
科
学
の
教

授
を
務
め
三
十
年
に
わ
た
り
、
天
然
物
有
機
化
学
、
合
成
化
学
、
分
析
化
学
の
領
域
の
研
究
を
行
っ
た
。
紫
綬
褒

章
を
受
賞
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
建
造
物
の
重
要
性
、
特
に
薬
局
と
い
う
店
舗
の
現
地
保
存
の
重
要
性

か
ら
、
建
物
の
保
存
に
努
め
て
い
る
。

　

薬
局
の
店
構
え
は
、
当
時
も
製
薬
会
社
ト
ッ
プ
企
業
で
あ
っ
た
、
小
西
新
兵
衛
商
店
（
現
武
田
薬
品
工
）、
長
瀬

商
会
（
現
花
王
）、
大
学
目
黒
本
舗
（
現
参
天
製
薬
）
な
ど
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
は
こ
の
よ
う
な
店

構
え
の
薬
局
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
．
建
物
の
現
状

　
（
１
）
主
屋

　

主
屋
は
明
治
45
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て
の
出
桁
造
り
の
建
物
で
あ
る
。
道
路
に
面
し
た
店
舗
部
分
と

奥
に
繋
が
る
居
住
部
分
に
分
か
れ
た
併
用
住
宅
で
あ
る
。

　

店
舗
部
分
は
、
間
口
が
３
間
５
尺
で
あ
り
、
中
に
は
調
剤
室
が
あ
る
。

　

店
舗
部
分
に
は
大
黒
柱
が
あ
り
、
ま
た
土
間
部
分
の
上
部
に
は
大
梁
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
木
製
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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店
舗
部
分
の
２
階
は
居
住
で
あ
り
、
店
舗
か
ら
の
階
段
を
使
い
２
階
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
店
舗
か
ら
奥
が
居
住
部
分
と
な
っ
て
お
り
、
台
所
と
和
室
６
畳
が
あ
る
。
和
室
６
畳
部
分
は
本
来
は
８
畳

の
広
さ
が
あ
る
が
、
収
納
棚
の
設
置
な
ど
２
畳
分
が
収
納
棚
と
板
張
仕
上
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
和
室
に
は
掘
り

炬
燵
が
あ
る
。

　

台
所
は
、か
つ
て
和
室
と
の
間
に
中
廊
下
が
あ
り
、廊
下
を
隔
て
て
台
所
が
あ
っ
た
が
、廊
下
と
の
仕
切
り
と
な
っ

て
い
た
建
具
は
外
し
て
使
っ
て
い
る
。

　

更
に
奥
に
は
、
和
室
６
畳
と
８
畳
が
続
い
て
い
る
。
和
室
６
畳
に
は
仏
壇
が
あ
り
、
和
室
８
畳
に
は
床
の
間
が

あ
る
。こ
れ
ら
和
室
の
南
側
に
は
廊
下
が
あ
る
。現
在
は
幅
１
間
の
廊
下
で
あ
る
が
、か
つ
て
は
半
間
の
廊
下
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
台
所
の
上
部
に
和
室
６
畳
が
増
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
階
段
部
分
の
下
に
書
斎
が
あ
る
が
、
か
つ
て

２
階
が
増
築
さ
れ
て
い
な
い
時
は
浴
室
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
更
に
奥
に
は
、
浴
室
と
便
所
が
増
築
さ
れ
て
い
る
。

　

薬
局
部
分
は
、
そ
の
時
々
に
合
わ
せ
て
改
造
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
か
ら
大
正
期
の
薬
局
と
し
て
の
姿
を
伝
え

て
い
る
。
ま
た
、
居
住
部
分
は
現
代
の
生
活
に
合
う
よ
う
に
、
特
に
台
所
部
分
と
、
隣
接
す
る
居
間
の
部
分
は
改

造
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
風
呂
場
は
新
し
く
増
築
さ
れ
た
。

　

外
観
は
ほ
と
ん
ど
当
時
の
ま
ま
で
、
明
治
期
の
建
築
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　

屋
根
は
、
一
部
増
築
部
に
鉄
板
葺
き
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
日
本
瓦
葺
き
で
あ
る
。
看
板
も
当
時
の
ま
ま
で

あ
る
。
ま
た
、
防
火
用
と
思
わ
れ
る
が
、
道
路
に
面
し
た
二
階
部
分
ま
で
は
側
面
の
外
壁
を
鉄
板
で
覆
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
正
面
か
ら
見
て
主
屋
の
右
側
に
は
、
シ
ョ
ウ
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
増
築
で
あ
る
。

　

主
屋
に
隣
接
し
て
、門
と
塀
（
薬
医
門
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
門
は
い
わ
ば
勝
手
口
と
し
て
の
通
用
門
で
あ
る
。

現
在
、
駐
車
場
の
出
入
口
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
車
の
通
行
し
や
す
い
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

　
（
２
）
土
蔵

　

土
蔵
も
主
屋
と
同
じ
明
治
45
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
土
蔵
づ
く
り
で
２
階
建
て
の
建
物
で
あ
る
。
入
り
口
前
に

下
屋
を
持
ち
、
棚
を
つ
く
り
外
部
の
物
置
と
し
て
い
る
。
１
階
の
外
壁
腰
周
り
部
分
は
レ
ン
ガ
に
よ
り
補
強
さ
れ

て
い
る
。

　

間
口
３
間
、
奥
行
き
２
間
半
の
総
２
階
建
て
の
つ
く
り
で
あ
る
。

　

入
口
は
木
造
の
引
き
戸
と
な
っ
て
お
り
、
鉄
扉
の
取
り
付
け
ら
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
完
全

に
防
火
用
に
造
ら
れ
た
土
蔵
で
は
な
い
。

　

現
在
は
物
置
と
し
て
使
用
さ
れ
、
１
階
の
床
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
変
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
当
時
の
ま
ま
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で
あ
る
。
２
階
に
は
物
入
れ
が
あ
る
。

　

屋
根
は
日
本
瓦
葺
き
、
壁
は
漆
喰
仕
上
げ
の
土
蔵
で
あ
る
。

　

下
屋
の
屋
根
は
波
鉄
板
葺
き
で
あ
る
。

　
（
３
）
物
置

　

物
置
も
主
屋
と
同
じ
明
治
45
年
に
建
設
さ
れ
た
簡
素
な
造
り
の
建
物
で
あ
る
。
建
設
当
時
は
２
階
建
て
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
２
階
床
を
解
体
し
た
た
め
平
屋
建
て
で
あ
る
。
入
口
前
に
下
屋
を
持
っ
た
、
間
口
５
間
、
奥
行
き

２
間
半
の
階
高
の
低
い
建
物
で
あ
る
。

　

床
を
張
り
替
え
、
内
装
を
模
様
替
え
し
、
現
在
は
日
本
舞
踊
「
藤
間
流
」
の
稽
古
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
は
、入
口
等
の
開
口
部
が
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
変
更
さ
れ
、ま
た
、現
在
屋
根
に
は
太
陽
熱
利
用
の
た
め
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
（
４
）
洋
館

　

洋
館
は
昭
和
７
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
て
の
建
物
で
あ
る
。
主
屋
に
隣
接
し
、
門
と
塀
の
後
ろ
に
建
設

さ
れ
た
。

　

か
つ
て
は
主
屋
と
一
体
に
増
築
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
は
離
れ
、
独
立
し
て
い
る
。

　

間
口
が
３
間
で
、
内
開
き
の
玄
関
を
持
ち
、
正
面
か
ら
見
る
と
左
右
対
称
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　

屋
根
は
日
本
瓦
葺
き
で
、
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
塗
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
庭
に
面
し
た
東
側
の
部
分
に
は
縁
側
（
廊

下
）
が
設
け
ら
れ
、
外
観
も
和
風
の
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
部
は
板
敷
き
の
床
で
、
壁
と
天
井
は
漆
喰
仕
上
げ
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ
、
こ
こ
で
は
音
楽
を
嗜
ん
だ
。

　

北
側
に
、
外
側
に
向
い
て
便
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
祭
り
の
際
に
、
使
わ
せ
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
か
ら
、
外
部
か
ら
使
え
る
よ
う
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
５
）
は
な
れ

　

は
な
れ
は
、
昭
和
９
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
２
階
建
て
の
和
風
建
築
の
宴
会
用
に
造
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
床
の
間
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
接
客
用
の
つ
く
り
と
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
居
住
用
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
等
が
増
設
さ
れ
て
い
る
が
、
創
建
当
時
は
１
階
が
10
畳
と
４
畳
半

の
和
室
を
中
心
に
、
２
階
が
10
畳
と
８
畳
の
和
室
の
構
成
で
、
ほ
ぼ
総
二
階
建
て
の
建
物
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
２
階
部
分
の
廊
下
の
幅
が
狭
く
、
２
階
が
若
干
小
さ
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
階
の
10
畳
の
和
室
の
床
の
間
に
は
書
院
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。


